
日本鳥類標識協会は、鳥類標識調査（バン
ディング）の健全な運営と発展をはかるととも
に、鳥学および鳥類の保護・管理に寄与する事
を目的とし、1986（昭和61）年2月に発足しま
した。

鳥類標識調査に関する成果の情報発信や会員
による調査の活性化を中心に、普及啓発や調査
中の安全面の向上についても取り組んでいます。

日本鳥類標識協会
Japanese Bird Banding Association

(JBBA)

入会案内

現在すでに鳥類標識調査をされている方だけでな
く、鳥に興味を持ち、調査に理解を示してくださる
方であればどなたでも会員になれます。下記フォー
ムにご記入いただき郵送、もしくは相当の内容を
メールにて送付の上、年会費をお振込みください。

入会案内 日本鳥類標識協会とは？

＜振込先＞
郵便振替：日本鳥類標識協会 00100－6－188018
銀行振込：ゆうちょ銀行 〇一九支店 当座 0188018

■ 入会フォーム

入会年度

会員種別※1 普通（3,000円） ／ 賛助（1万円）

ご住所
(会誌等の
送り先)

〒

お名前
(フリガナ)

電話番号

E-mail

メーリングリスト参加希望※2 参加 ／ 不参加

〒270-1145 
千葉県我孫子市高野山115
（公財）山階鳥類研究所保全研究室内

電話：04‐7182‐1108

E-mail: secretariat@birdbanding-assn.jp

日本鳥類標識協会

日本鳥類標識協会

http://www.birdbanding-assn.jp

詳細はウェブサイトをご覧ください。

※1 記載の金額は年会費です。当会の財源に特別に寄
与したいと思われる方は『賛助会員』を希望され
るようお願いします。

※2 協会が事務連絡、情報交換のために運営している
メーリングリストへの参加希望についてご回答を
お願いします。

※3 メールでの申し込みは下記アドレスまで。
secretariat@birdbanding-assn.jp



日本鳥類標識協会誌は、鳥学に関わる原稿をどなたからも広く受け付
けます。鳥類標識調査を中心とした調査で得られた貴重な知見を掘り起
こし、日本の鳥学発展への貢献を目指します。
また、全国大会の案内、報告などのほか、各種情報提供や協力依頼

など、協会員のコミュニケーションのため、バンダーニュースを発行し
ています。

日本鳥類標識協会誌・バンダーニュースの発行

全国大会

カラーマーキングの調整

鳥類標識調査を通して様々な調査・研究活動を促進しています。海外
における共同調査や繁殖鳥調査、標識調査によって得られる鳥類の外部
形態の計測値の収集のほか、調査を通して得られた知見をもとに識別
マニュアル等の整備を実施しています。

鳥類標識調査の発展や普及に寄与するために、調査技術
や得られた知見を協会員の間で共有する全国大会を毎年開
催しています。
また、非会員向けの情報発信として公開シンポジウムも

開催しています。

カラーマーキング（カラーリング、ウィングタグなど）を用いた調査
を行う際に、複数の調査者間で混乱がおこらないように、カラーマーキ
ング登録・調整委員会を設置しています。
国内・国外の調査者間の調整と一般の方々への情報発信を目的に、

カラーマーキングの情報をホームページに掲載しています。

調査研究の推進

▶ カラーリング付きのユリカモメ

▶ ヤブサメの巣立ち直後と思われる幼鳥。飛翔力の弱い幼鳥が捕獲されると、
周辺で確実に繁殖していることがわかります。

切手をお
貼りくだ
さい

〒270-1145

千葉県我孫子市高野山115

（公財）山階鳥類研究所
保全研究室内

日本鳥類標識協会 行


